
様式第二号の十三（第八条の十七の二関係）

（第１面）

特別管理産業廃棄物処理計画書

6 年 6 月 28 日

（あて先）　姫路市長

提出者

　住　所 〒672-8064

姫路市飾磨区細江1280番地

　氏　名　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

JFE条鋼株式会社　姫路製造所

　　　取締役 姫路製造所長

桐谷　厚志

　電話番号

079-235-6161

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条の２第10項の規定に基づき、特別管理産業廃棄物の

減量その他その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　　業　　場　　の　　名　　称

事　 業　 場　 の　 所　 在　 地

計　　　　画　　　　期　　　　間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

④　特別管理産業廃棄物の

　　一連の処理の工程

別紙のとおり

②　事　業　の　規　模 令和5年製品出荷額　437億円

③　従　  業　  員    数 260　人

JFE条鋼株式会社 姫路製造所

姫路市飾磨区細江1280番地

令和　6年４月１日から令和　7年３月３１日まで

①　事　業　の　種　類 製鋼・製鋼圧延業（2221）



（第２面）

特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

姫路製造所

但し、製造工程における廃棄物は各部にて管理

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

5 年度）実績】 別紙のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

　【前年度（

　【目　　標】別紙のとおり

（管理体制図）

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

排　　　出　　　量

（これまでに実施した取組）

 （今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の種類

②計画

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

PCB廃棄物の分解・分別による減量。

排　　　出　　　量

環境管理総括責任者

環境管理委員会（事務局：

安全衛生環境防災室（所内環境管理担当部署）

・産業廃棄物処理全般 ・スラグ中間処理設備運用管理 ・事業系一般廃棄物管

理

総務部 企画G

大形

SSPT

製鋼

工場

技術G
商品

技術G

生産

経理G

品質

製造部生産管理



（第３面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の再生利用に関する事項

5 年度）実績】 実績なし

ｔ ｔ

計画なし

ｔ ｔ

自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項

5 年度）実績】 実績なし

ｔ ｔ

ｔ ｔ

計画なし

ｔ ｔ

ｔ ｔ

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

 （これまでに実施した取組）

再生利用実績なし。

自ら再生利用を行った特

別管理産業廃棄物の量

②計画

　【目　　標】

特別管理産業廃棄物の種類

 （今後実施する予定の取組）

再生利用計画無し。

自ら再生利用を行う特別

管理産業廃棄物の量

自ら熱回収を行った特別

管理産業廃棄物の量

特別管理産業廃棄物の種類

中間処理実績なし。

②計画

　【目　　標】

特別管理産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う特別管

理産業廃棄物の量

①現状

自ら中間処理により減量した

特別管理産業廃棄物の量

　【前年度（

　【前年度（

（今後実施する予定の取組）

中間処理計画なし。

自ら中間処理により減量する

特別管理産業廃棄物の量

（これまでに実施した取組）



（第４面）

自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項

5 年度）実績】 実績なし

ｔ ｔ

計画なし

ｔ ｔ

特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項

5 年度）実績】 別紙のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

（これまでに実施した取組）

埋め立て処分実績なし。

自ら埋立処分を行った

特別管理産業廃棄物の

量

②計画

　【目　　標】

特別管理産業廃棄物の種類

（今後実施する予定の取組）

埋め立て処分計画なし。

自ら埋立処分を行う

特別管理産業廃棄物の

量

①現状

特別管理産業廃棄物の種類

優良認定処理業者

への処理委託量

認定熱回収業者へ

の処理委託量

（これまでに実施した取組）

ばいじんについて、処理委託先での亜鉛回収を目的とした再生利用。

全処理委託量

　【前年度（

　【前年度（

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

再生利用業者への

処理委託量



（第５面）

別紙のとおり

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

5 年度）実績】

新たな種類の特別管理産業廃棄物が発生した場合に、新規契約時確実に

電子情報処理組織のシステムに処分業者が加入していることを確認し、

処分時の電子マニフェストの発行も確実に行う。

特別管理産業廃棄物の種類

再生利用業者への

処理委託量

（今後実施する予定の取組等）

　【前年度（

特別管理産業廃棄物

排出量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物を除く。）

4912 ｔ

※事務処理欄

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

（今後実施する予定の取組）

上記取組の継続実施。

電子情報処理組織の使

用に関する事項

②計画

　【目　標】

認定熱回収業者へ

の処理委託量

優良認定処理業者

への処理委託量

全処理委託量



（第６面）

　備考

1 　前年度の特別管理産業廃棄物の発生量が５０トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。

2 　当該年度の６月30日までに提出すること。

3 　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

（１） ①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

（２） ②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

　工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規模

　が分かるような前年度の実績を記入すること。

（３） ④欄には、当該事業場において生ずる特別管理産業廃棄物についての発生から最終処分が

　終了するまでの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入するこ

　と。

4 　「自ら行う特別管理産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご

とに、自ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った特別管理産業廃棄物

の量と、自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入す

ること。

5 　「自ら行う特別管理産業廃棄物の埋立処分に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ご

とに、埋立処分した量を記入すること。なお、中間処理を行うことにより特別管理産業廃棄物に該当しな

くなった産業廃棄物を海洋投入処分するときは、その量も含めて記入すること。

6 　「特別管理産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、特別管理産業廃棄物の種類ごとに、

全処理委託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する

法律施行令(以下「令」という。)第６条の14第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生

利用委託量、認定熱回収施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の

認定を受けた者）である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を

行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。

7 「電子情報処理組織の使用に関する事項」の欄には、前年度の特別管理産業廃棄物の全発生量

（ポリ塩化ビフェニル廃棄物（令第２条の４第５号イからハまでに掲げるものをいう。）を除く。）を記入

すること。その量が５０トンを超える者にあっては、今後の電子情報処理組織の使用に関する取組等

（情報処理センターへの登録が困難な場合として廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第８条）

の３１の４に該当するときは、その旨及び理由を含む。）について記入すること。

8 　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と

記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、特別管理産業廃棄物の種類が

３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記

入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記入すること。

9 　※欄は記入しないこと。



別添　一覧表別添　一覧表別添　一覧表別添　一覧表 （廃棄物処理法-特別管理産業廃棄物処理計画書）

　　実績：前年度（ 2023　年度）実績量

　　目標：今年度（ 2024　年度）目標量 単位：トン／年

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

0.0508 0 0.0508 0 0.0508 0

4912.09 5423.8 4912.09 5423.8 3651.44 4031.8 4912.09 5423.8

4912.1408 5423.8126 0 0 0 0 0 0 0 0 4912.1408 5423.8126 3651.4908 4031.833 4912.09 5423.8126 0 0 0 0合計

PCB

ばいじん

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

特別管理産業廃棄

物の量

(前年度実績値の③

+⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者

への

処理委託量

(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への

処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者へ

の

処理委託量

(前年度実績値の⑬)

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

(前年度実績値の⑭)

特別管理産業廃棄物の種類

排出抑制に関する

事項

自ら行う再生利用に

関する事項

自ら行う中間処理に関する事項

自ら行う埋立処分等

に関する事項

処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う

特別管理産業廃棄

物の量

(前年度実績値の②

+⑧)

自ら熱回収を行う

特別管理産業廃棄

物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により

減量する特別管理

産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑦)



別紙１　製造及び廃棄物処理フロー

＜製鋼工場＞ ＜特別管理産業廃棄物＞

①ダスト

＜副産物＞

②スラグ

売  却

＜産業廃棄物＞

③レンガ屑

委託処理

＜圧延工場＞

＜製造原料＞ 売    却

④金属屑

売    却

＜産業廃棄物＞

⑤スクラップダスト（管理型混合廃棄物）

委託処理

製造所各設備から発生するその他の廃棄物

＜産業廃棄物＞ ＜特別管理産業廃棄物＞

⑥廃油 ⑫PCB廃棄物・PCB汚染物

委託処理 委託処理

委託処理 委託処理

⑦廃プラスチック ⑬廃酸 （今年度排出無し）

委託処理

委託処理

⑧ガラス・コンクリート・陶磁器屑

⑭引火性廃油 （今年度排出無し）

委託処理

⑨蛍光灯・水銀灯 委託処理

委託処理

委託処理

⑩汚泥【廃薬品】 （今年度排出無し）

委託処理

⑪木片

委託処理

原材料・エネルギー等 製造工程及び廃棄物発生工程 廃棄物・減量化・再生利用

亜鉛回収業者

銑 鉄

鉄 屑

自 家 屑

合 金 鉄

生 石 類

電 力

酸 素

Ｌ Ｎ Ｇ

電気炉 取鍋精錬 連続鋳造

集塵機

集塵ダスト 酸化スラグ

還元スラグ

レ ン ガ 屑

半製品

水処理設備

金 属 屑

加熱炉 圧延設備 出 荷

レ ン ガ 屑 金 属 屑

水処理設備

(循環水)

(循環水)

集 塵

ダ ス ト

レンガ屑

金 属 屑

造 粒

Z n 等 の回収

分 別

処 分 場 埋 立

高 炉 鉄 源 等

電 気 炉 へ

ス ケ ー ル

地 金

① ②

②

③

④③

④

耐火物類

電 極

原 料 再 利 用

半製品 製 品

酸 化 ス ラ グ

還 元 ス ラ グ

混 合 破 砕

エ ー

ジ ン

グ

磁 選

鉄 分

回 収

路 盤

材

電 気 炉 へ

篩 肥 料

スクラップ

ダ ス ト

処 分 場 埋 立

ス ク ラ ッ プ ダ ス ト

③

⑤

原料

ス
ク
ラ
ッ
プ

廃 油 分 別

焼 却 処 分

原 料 再 利 用

廃 プ ラ ス

チ ッ ク 類

原 料 再 利 用

破 砕

分 別

ガ ラ ス

コンクリー

ト

原 料 再 利 用

破 砕

分 別

蛍 光 灯

水 銀 灯

破 砕

分 別

処 分 場 埋 立

原 料 再 利 用

廃 薬 品
処 分 場 埋 立

中 和

焼 却

P C B

廃棄物等

分 別

溶 融

処 分 場 埋 立

原 料 再 利 用

廃 酸 原 料 再 利 用
中 和

引 火 性

廃 油

焼 却 処 分

分 別

木 片
破 砕 原 料 再 利 用

処 分

一部委託処理


